
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

神達良子

来週の奉仕者
（５月２２日）

唯恵 伝道師
行司 伝道師
牧 三貴子
西嵜 達也
牧 結果子
山本 麻美
行司 伝道師
楢村 明子
岡本 享子
秋山 恭子
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今週は… Ⅰコリント7章 17節～Ⅰコリント10章 13節

　～リビングライフより～

「日々新しくされている」「日々新しくされている」

司 　 　 会
代 表 祈 祷
献 　 　 金

アシスタント
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
アッシャー

要約（次週）
ｺﾗﾑ（次 週）

：

：
：

聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け

チャーチミーティング

（ ２０２２年 ５月８日 ）

（要約者：日名 洋 ）

スペシャルサンデー
福澤先生
特別セミナー

コリント人への手紙第一の４～６章を通して「主のみこころを行う忠実で
謙遜な生き方」「教会のきよさのための断固とした選択」「聖霊が住まわれ
る宮であり神の栄光を現すべきからだ」について黙想してきました。キリ
ストのしもべとして召された人は、忠実でなければなりません。神の奥義
の管理人として忠実に歩むために、神の正しいさばきを信じ、委ねられた
働きを忠実に行う時、闇に隠れたことを明るみに出し、人々の心の中のは
かりごとも明らかにされます。人々の非難を気にせず、また、自分のこと
も裁くべきではありません。人々の批判を気にするなら、福音の働きをす
ることはできません。人の機嫌を伺う曖昧な態度は、良い行い・模範とな
るものではありません。裁くのではなく相手のことを受け入れ、時には厳
しいことを伝える必要もあるのです。教会のきよさを保つためには、神を
信じて主の道を歩む断固とした選択が必要なのです。まさに先週の日曜日
に語られた「バイブルリテラシー」ですね。
そして、先ほど「自分のことを裁くべきではない」と示しましたが、私た
ちは、キリストにあって自由を得ました。しかし「すべてのことが私には
許されている」と、その自由を勘違いして、自分の思うがまま放蕩をして
はいけません。私たちのからだは主のためにあり、キリストのからだの一
部なのです。私たちのからだは、神から受けた聖霊の宮であり、代価を払っ
て買い取られたものなので、自分のからだをもって神の栄光を現さなけれ
ばなりません！「この命令は、きよい心と正しい良心と偽りのない信仰と
から出て来る愛を、目標としています (Ⅰテモテ 1:5)」メッセージとリビ
ングライフを通して、何を大事にしなければならないのかを何度も語られ
ました。この目標を握って主の栄光を現すものとなりましょう。

牧 一穂 牧師
日名 洋  
岩﨑 祥誉
岡本 英樹
牧 希穂乃

　

5 月の誕生者

メッセージ：
司　　　会：
代 表 祈祷：
献　　　金：

 

 

 
　お母さんはどんな時でも子供の味方です。他の子供から意地悪
を言われてけんかしたときには「将来必ず美しくなる」と励まし、
病気の時には元気になるように看病します。スポーツをしている
時には一番の応援者となり、学校で学ぶ時にもサポートしてくれ
ます。進路が決まらないで悩んでいるときには「あなたの才能を
理解してくれるところが必ずある」と言って励まし、仕事で成功
したときには誰よりも喜んでくれます。お母さんはいつも「私」
の誤った目線を、愛情を持って正してくれる存在です。
リテラシーとはもともと「読み書きの能力」を指す言葉ですが、
現代では「適切に理解・解釈・活用する力」を意味する言葉とし
て用いられています。情報過多の現代に生きる私達は、愛という
聖書の土台で物事を適切に理解し、解釈、活用する事が求められ
ます。
私達が生きる社会には沢山の情報が溢れています。その中には私
達を特定の方向に誘導しようとする偽りの情報も含まれています。
沢山の情報は多くの事実の一部分を切り取ったものであり、それ
は私達に誤った受け止め方をさせます。物事を正しく見極められ
ない私達がそこにいます。そんな中で、聖書の言葉は私たちを正
しく判断できる力を養ってくれます。

　パウロは愛弟子であるテモテに対して「水ばかり飲まないで、
胃のために、また、たびたび起こる病気のためにも、少量のぶど
う酒を用いなさい。」（第一テモテ5章 23節）と書き送っています。
「お酒を飲んではいけない」とルールで縛るのではなく、テモテの
健康を気遣い、愛を持って教え、勧めています。まるで母親のよ
うに、テモテに起こっている問題を神の愛によって具体的に解決
しようとしています。
『この命令は、きよい心と正しい良心と偽りのない信仰とから出て
くる愛を、目標にしています。』（第一テモテ 1 章 5 節）と書かれ
ているように、正しい良心と偽りなき信仰からくる愛によってパ
ウロの言葉は記されています。そしてこの愛が土台としてあるな
ら、誹謗中傷されるような状況にあっても、それに影響されるこ
とはありません。
私達は正しく行えているでしょうか？何事にも隔たらない客観的
な目線で見る事ができているでしょうか？人間関係が敵味方に
なってしまうような、偏った見方になっていないでしょうか？

　民数記 13 章 14 章でモーセは「約束の地」に 40 日間にわたっ
て 12 人の先遣隊を遣わしました。神がイスラエル民族に与えると
約束された地がどのようなところであるかを偵察するためです。
13 章後半で先遣隊が帰ってきて約束の地がどんなところであった
かを報告します。その報告では、約束の地は確かに乳と蜜の流れ
る地であるが、そこの町には城壁があり、その住民は非常に背が
高くて、イスラエル民族では太刀打ちできないと伝えられました。
しかしそのかなでヨシュアとカレブの２人は「主にそむいてはな
らない。その地の人々を恐れてはならない。彼らは私たちのえじ
きとなるからだ。」（民数記14章 9節）と語り、約束の地に行く事

を主張しました。10人は約束の地に入れないと言い、2人は入れ
ると言います。同じものを見てきた 12 人の中で、こんなにも受
け止め方に違いがありました。私たちの中でも同じ事が起こりま
す。同じ事実でも伝える人によって内容が異なって来る事があり
ます。その中には社会常識としては通用していても聖書の考えに
反する事も存在します。約束の地の城壁が巡らされた町を征服す
るのは、当時のイスラエルの人達にとっては簡単なことではな
かったかも知れません。少なくとも 10 人にはそう見えていまし
た。しかしヨシュアとカレブにはそれとは別のものが見えていま
した。

　神は私たちには理解しがたい方法を用いる方です。エリコの城
壁での出来事は人間的に見れば滑稽に思える方法でした。聖書に
はこのような不思議な出来事が沢山記されています。
約束の地に行く前にモーセによってヨシュアは名前を変えられま
した。はじめは「ホセア」（救う）という意味でしたが、「ヨシュア」
（主は救い）と変えられました。救いの役割は変わりませんが、
自分の方法ではなく、神に従い神の方法で救う者となりました。
私たちも自分のやり方ではなく神に従い、その役割を果たさなけ
ればなりません。イエス様はたとえ石に打たれる危険があっても、
その人を癒やし助け、正しい道を示し続けられました。どんな時
にも神に祈り、当時の社会常識やルールではなく、聖書の規準で
物事を正しく判断する方法をとられました。

　社会のリテラシーと聖書のリテラシーは異なります。神の方法
は信じて行う体験を積み重ねる事を通して学んでいきます。そし
て客観的な事実を受け止めるために、私たちは互いに寄り添い、
共感し、一緒に目標に向かって歩みます。そうする過程でお互い
に正しいことを体験し学んでいくのです。１人では偏ってしまう
見方も、寄り添う人がいることで客観的で正しい視点を得ること
が出来ます。しかし正しいことを行うときには社会から非難され
ることがあります。その様なとき、たとえ非難されたとしても神
の前に正しく行っているなら揺るがされることはありません。だ
から行動する前に神に祈るのです。
バイブルリテラシーを体験し、神の前に真実で正しく愛を目標と
して生きる者へと、お互いに励まし合いながら成長していきま
しょう。

 Ⅰテモテ５： 21～２5

新年度になり、私が働いている児童クラブに、たくさんの親子が新しく来る
ことになりました。また、NPOの方では、「真庭版逃走中」や「カラダンジョン」
をはじめ、イベントにたくさんの親子が来てくれました。
児童クラブではメンバーが入れ替わり、対応に悩むことがあります。NPO
ではイベントのたびに、問題や気になることが浮かび上がってきます。その
中で、私の周りにいる人から気付きを与えられます。神様を知る前の私は、
その気づきを注意として受け取り、「私はダメだ」と自分を否定したり、「いや、
私はちゃんとやっていた」と自分を守ろうとしたり、「だって知らなかった
から」と誰かのせいにしたりしていました。でも、神様を知ってから、少し
ずつその考え方が変えられていきました。「私自身を否定した言葉ではない
んだ」「新しい目線を教えられた」「神様がこれはあなたにとって大切だよと
教えてくださっているんだ」と思えるようになりました。そう思えるように
なると、ひどく落ち込むことも少なくなり、その気づきを与えてくれた人に
感謝し、そして私を本当の姿に変えようとしてくださっている神様に感謝す
ることが多くなりました。児童クラブの子どもの中にも、職場にも、そして
友達としても、同じ想いで祈り合えるクリスチャンが私の周りにいてくれる
ことが、本当にありがたいです。

「だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古
いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました』（Ⅱコリント5：17）

この御言葉にあるように、「キリストのうちにあるなら」私たちは新しくさ
れていきます。考え方の癖で、以前の考え方になるときがまだまだあります
が、「この考え方は捨てます」と決断していきたいです。そして、いつもイ
エス様を見上げて歩み、私は日々新しくされていることを感謝します。

セル活動

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

　

　　　

　　　 

　

早天祈祷会6：00~

　各　自

　各　自

教会礼拝チーム    

　　

16:30~ASE

てもて塾

てもて塾

　

誕生者のお祝い

　    

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

 主　日　礼　拝 主　日　礼　拝

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

バイブルリテラシー　～愛という聖書の土台で
物事を適切に理解し、見極める～
バイブルリテラシー　～愛という聖書の土台で
物事を適切に理解し、見極める～

ルールが先ではなく愛が先ルールが先ではなく愛が先

神の方法　～バイブルリテラシー～神の方法　～バイブルリテラシー～

神の目線　社会のリテラシー≠聖書のリテラシー神の目線　社会のリテラシー≠聖書のリテラシー

まとめまとめ

16:30~ASE

16:30~ASE

神に賞賛される生き方　～神の目線～　　
「バイブルリテラシー」

11 日   佐藤怜香
13 日   鈴木誠一
　         鈴木大智
             佐藤裕 
             佐藤彰 　　　　
              
 
　  

20 日    堀川あや
22 日    野上怜律
              新開佑香
23 日    矢崎晴大
24 日    牧兪似子
　　　 

27 日    澤口建樹
28 日    岡本早苗

   　　  

1 日   山本心春
2日   福山友梨
6日   寛金克治
          
 

　

    7 日   森田莉功    
    9 日   高杉美代
               西嵜優
               曽我菜々子
  10 日   辻総一郎　

14日   藤原すず花
15 日  泉水幸誠 
16 日  佐藤文音

          　

　   

　食と農

　食と農 ( 田植え )

早天祈祷会6：00~16:30~ASE

セル祈祷会

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

　　20：00~県北祈祷会

 泉水幸誠

野上怜律 新開佑香

中川英紀

佐藤文音

矢崎晴大 

牧唯恵 谷口則子

牧兪以子

矢崎加依 秋山耕平

堀川あや

澤口建樹

牧三貴子

金光包子

岡本早苗


